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　毎月19日は食育の日です。北信地域では「食育の日」
である9月19日から25日までの１週間、食育強化キャ
ンペーンの一環として「北信州野菜を食べようウィー
ク」を実施します。これは地元で採れる野菜の摂取増
加を目的としたキャンペーンです。
　成人の１日に必要な野菜の量は 350 ｇですが、平成
22年度の県民健康・栄養調査では、長野県民が 1日に
食べている野菜の量は 320g 程度で、特に若い世代で
の不足が目立つという結果でした。野菜は食物繊維や
ビタミン、ミネラル類を豊富に含み、体の調子を整え
たり、虫歯や生活習慣病を予防するなどの働きがあり
ます。毎日の食事にあともう少し野菜を増やす工夫を
しましょう。

1日に必要な野菜350ｇは、小鉢5皿分です
　小鉢 1皿に盛り付けられる野菜の量は約 70 ｇなの
で、1日に小鉢 5皿以上の野菜料理を食べると目標の
350 ｇに達します。
　また野菜 350 ｇのうち 120g は緑黄色野菜から摂る
のが望ましいとされていますので、小鉢 2皿くらいは
緑黄色野菜の料理にするとよいでしょう。

　地元で採れる旬の野菜は、味も良く栄養素が豊富で
す。ぜひ毎日の食事でたくさん食べるようにしましょ
う。

野菜をたくさん食べよう !

｢北信州野菜を食べようウィーク｣
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企画財政課 企画調整係 ☎ 62-3111 内線 391・392・395
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　平成 24 年 10 月 1 日（月）から小境線の運行は、月曜から金曜日の朝
の 1便と夕方の 3便は、今までどおりの運行で行い、昼間（午前 9時か
ら午後 3時まで）と土日祝日の全便は、電話予約制（デマンド運行）に変
更となります。これは、現在運行されている菜の花タクシー（富倉大川方
面線、岡山下段方面線、瑞穂木島方面線）と同じ運行方法となります。小
境線においてもデマンド運行時は菜の花タクシーの車両で運行することよ
り、集落内からも利用ができるようになります。（右図参照）
　また、利用運賃は改定され、路線バス運行と菜の花タクシーとも同料金
となります。

【ご利用方法等について】
①乗車したい便の１時間前までに予約が必要です。
②予約後、希望した停留所で【菜の花タクシー小境方面線】に乗降します。
※現在、小境線をご利用いただいているみなさまを中心に、パンフレット
　等の広報、説明会、バス車内においてご利用方法の周知をしていきます。

　小境線の運行方法を一部変更について詳しくは、市役所 企画財政課ま
でお問い合わせください。

　デマンド運行時は、市街
地南部（大久保東）まで、
ご利用が可能です。

10 月 1日から
  路線バス（小境線）の運行が変更になります。

　市では昨年度より、公共交通の維持およびより効率的な運行方法を目
指し飯山市地域公共交通会議等で検討を重ねてきた結果、路線バス（小
境線）の運行方法を一部変更することに決定いたしました。
　なお、小境線と合わせて検討されてきた、路線バス（温井線）につい
ては、運行の変更はありません。

月曜から金曜の朝と夕方は、今までどおりの運行。
昼間および土日祝日の運行は、電話予約制に変更。

利用料金
木 島 　　　　　
200 市街地 　　
300 200 柳 原
400 300 200 外 様
500 400 300 200 太 田
500 400 400 300 200 戸狩駅周辺

※同一地区内の利用は200
円デマンド運行時「市街地内
のみ」の利用はできません

　この法律では「何人も、障がい者に対し、虐
待をしてはならない」とし、虐待に気づいた人
の通報義務も定めています。通報先は市町村の
障害者虐待防止センターとしており、飯山市で
はこのセンターの機能を保健福祉課の障がい福
祉係で担当することとしました。
　障がい者虐待の種類は右表のとおりです。こ
こにあるような虐待が疑われる場合、例えば
◇体に傷がしばしばみられる
◇急におびえたり、怖がったりする
◇汚れたままずっと同じ服を着ている
　などの状況を見ましたら、早急にご連絡くだ
さい。また、虐待が起きてからよりも、起きる
前に対処することが最も大切です。介護の疲れ
や心配事があるご家族の方は遠慮なく相談して
ください。

障害者虐待防止法（障害者虐待の防止、障害者の養護者
に対する支援等に関する法律 ）10 月 1 日施行

【通報・相談先】　障害者虐待防止センター（保健福祉課 障がい福祉係） ☎ 62-3111 内線 189

・養護者による虐待
・家族・親族による虐待
・障がい者福祉施設従事者等による虐待
・施設等で働いている職員による虐待
・使用者（雇用者）による虐待

虐待者別の分類

虐待内容別の分類
身体的虐待 殴る、蹴る、縛り付ける、閉じ込める等

性的虐待 裸にする、キスをする、わいせつな話をする等

心理的虐待 ののしる、悪口を言う、わざと無視する等

放棄・放任
（ネグレクト）

十分な食事を与えない、不潔な住環境で生活させる、
必要な医療・福祉を受けさせない等

経済的虐待 本人の同意なしに預貯金や年金、賃金を使う等

■日時　10 月 27日（土）   午後 1時 30分 開会
■会場　飯山市民会館 かまくらホール（入場無料）
■講演　「心の窓を少し拓いて」～ 人権は教育の根幹！ ～
　　講師　大阪府貝塚市立東小学校 校長　明 石 一 朗 さん
■演奏　山崎　浩さん、沼田秀美さん
■展示　小中学校児童・生徒による人権啓発・ポスター・作文等

　今大会の講師は、母校である大阪府貝塚市立東小学校で
教師となり、現在は東小学校の学校長。小学校現場から全
国同和教育研究会議事務局長や大阪府教育委員会主席指
導主事等を歴任し、人権教育に長年携わりました。
　子どもの見方、接し方、叱り方、心のつかみ方、家庭や
地域の教育力など、今日の子どもをめぐる教育課題につい
て熱く語っていただきます。　　著書：「子どもは毎日が旬」
～好感、共感、親近感が人権力を育む～、「心の窓を少し拓いて」

第 40回
差別のない明るい飯山市を築く市民大会
人権政策課 人権同和係 ☎ 62-3111  内線 370

⇦木島地区　吉区
　整地などの遊園地整
備のほか、ベンチ、看
板等を設置しました。

宝くじの助成金で
遊園地（公園）・除雪機を整備しました
　公益財団法人長野県市町村振興協会が実施している「地域活
動助成事業（コミュニティ助成事業）」で、木島地区吉区が遊
園地（公園）を、常盤地区小沼区が除雪機を整備しました。
この事業は、宝くじの社会貢献広報事業の一環として、地域社
会の健全な発展と住民福祉の向上を目的に行われています。

常盤地区　小沼区⇨
　冬期間のコミュニティ施設
の除雪、地区内の高齢者の除
雪対応等のため、小型の除雪
機を整備しました。
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施設名（地区名）  測定日 天候 測定
区分 測定値

飯 山 市 役 所（飯山） 8/29 晴れ １ｍ 0.07
あ き は保育園（飯山） 8/22 晴れ 地表 0.07
中 央 幼 稚 園（飯山） 8/22 晴れ 地表 0.09
め ぐ み保育園（飯山） 8/22 晴れ 地表 0.09
しろやま保育園（飯山） 8/22 晴れ 地表 0.08
秋 津 保 育 園（秋津） 8/22 晴れ 地表 0.08
木 島 保 育 園（木島） 8/22 晴れ 地表 0.08
瑞 穂 保 育 園（瑞穂） 8/22 晴れ 地表 0.08
いずみだい保育園（柳原） 8/22 晴れ 地表 0.07
常 盤 保 育 園（常盤） 8/22 晴れ 地表 0.07
と が り 保 育 園（太田） 8/22 晴れ 地表 0.07
しらかば保育園（岡山） 8/22 晴れ 地表 0.11
飯 山 小 学 校（飯山） 8/22 晴れ 地表 0.07
秋 津 小 学 校（秋津） 8/22 晴れ 地表 0.09
木 島 小 学 校（木島） 8/22 晴れ 地表 0.11
東 小 学 校（瑞穂） 8/22 晴れ 地表 0.08
泉 台 小 学 校（柳原） 8/22 晴れ 地表 0.06
常 盤 小 学 校（常盤） 8/22 晴れ 地表 0.07
戸 狩 小 学 校（太田） 8/22 晴れ 地表 0.06
岡 山 小 学 校（岡山） 8/22 晴れ 地表 0.07

　〃 8/29 晴れ １ｍ 0.08
城 南 中 学 校（飯山） 8/22 晴れ 地表 0.07
城 北 中 学 校（常盤） 8/22 晴れ 地表 0.08

　8月中の市内空間放射線量測定値を公表します。
測定の結果、健康に影響を与えるおそれのある数値
（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。

（月内に複数回測定する箇所は最新測定値です）

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192

保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182・187　FAX 62-3127

　『血液サラサラ＆ 筋力アップ教室』は、さまざまな運動や専門スタッ
フからのアドバイスを通じて、楽しく健康生
活が身につけられるプログラムです。
　体重が気になる方や体力をつけたい方、血
液データを改善したい方や自分にあった運動
方法を見つけたい方もぜひご参加ください。

最近カラダ動かしてますか？　今年こそ運動を始めてみませんか

■日時・回数
　11月 13日～ 3月 5日の各火曜日（全15回）午後 7時～ 8時 30分
■定　　員　12名（定員になりしだい締切）
■参 加 費　7,000 円（血液検査代、保険料、トレーニングバンド等代金）
■対 象 者　飯山市在住の 19歳以上の方（おおむね 60歳以下）
　※ただし、病気等により現在治療中の方は医師に相談のうえ教室参
　　加を勧められた方に限ります。また心臓疾患で過去に治療された
　　方は参加できません。
■申込方法　電話または FAXでお申し込みください。

『血液サラサラ＆ 筋力アップ教室』
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。

新
し
い
保
険
証
は
９
月
20
日
以
降
に
国
保
加
入
世
帯
に
郵
送

⇧国民健康保険の保険証は、
１人１枚のカード型です。

保険証表面

保険証裏面

⇧臓器提供（拒否含む）の意
思表示が可能になっています。

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
２

高
齢
者
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
助
成
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
症
・
重
症
化
予
防
の
た
め
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
が
始

ま
り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

予
防
効
果
を
最
大
に
発
揮
す
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
12
月
中
旬
ま
で

に
各
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。（
義
務
接
種
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

■
対
象
者　
市
内
在
住
の
方
で

①
接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
等
に
重
い

病
気
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）

■
助
成
期
間　
平
成
24
年
10
月

１
日
〜
25
年
３
月
31
日

（
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
方
法　
希
望
者
は

医
療
機
関
に
直
接
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
接
種
費
用　

自
己
負
担

１
０
０
０
円
で
１
回
の
接
種
が
受

け
ら
れ
ま
す
。（
１
人
１
回
限
り
）

（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
自
己

負
担
が
免
除
に
な
り
ま
す
）

委
託
予
定
医
療
機
関

・
飯
山
赤
十
字
病
院  

62
４
１
９
５

・
服　
部　
医　

院  

62
２
８
１
６

・
片　
塩　
医　

院  

62
２
１
３
６

・
畑　
山　
医　

院  

67
２
８
８
８

・
清　
水　
医　

院  

62
２
３
５
１

・
北
信
州
診
療
所  

65
１
２
０
０

・
小 

田 

切 

医 

院  

62
２
０
３
９

・
み
ゆ
き
会
ク
リ
ニ
ッ
ク  

81
３
８
５
０

・
戸 

狩 

診 

療 

所  

65
３
９
９
５

・
い
い
や
ま
診
療
所  

67
０
１
０
０

他
市
外
医
療
機
関

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
・
各
種
が
ん
検
診

休
日
健
診
を
追
加
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た

健
診
等
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方

な
ど
市
内
全
地
区
を
対
象
に
、
休

日
健
診
を
追
加
実
施
し
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
申
し
込
み
た
い
方

は
、
保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
期
日　
10
月
28
日
㈰ 

□
受
付　
７
時
30
分
〜
９
時
30
分 

□
会
場　
飯
山
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

都市計画の変更案の縦覧について
　県では、飯山都市計画区域の整備、開発および保全の方
針の変更にあたり、下記により都市計画の変更案を縦覧し
ます。また、意見書については、縦覧期間中に縦覧場所
に持参または郵送で提出することができます。（メールや
ファックスでは提出できません）

■期　間　10月 1日（月）～ 10月 16日（火）（予定）
　　　　　（変更の場合は県ホームページまたは飯山市
　　　　　　ホームページでお知らせします）
■場　所　長野県都市計画課、北信建設事務所 整備課
　　　　　飯山市 まちづくり課
■問い合わせ先
　長野県 都市計画課 ☎ 026-235-7297
　北信建設事務所 整備課 ☎ 0269-22-3111（内線 364）
　飯山市 まちづくり課 ☎ 62-3111（内線 242）

里山整備入門講座の開催について
　県では森林・林業に関する優れた知識と技術を持った「長
野県林業士」が、チェーンソーの操作技術、森林の管理方
法など、森林・林業に必要な技術を分かりやすくお伝えする、
「里山整備入門講座」を北信地域で実施します。
　森林所有者や森林整備に必要な技術・知識を身につけた
い方は、この機会にぜひ受講してください。
■受付人数　20名（受講料無料）先着順
■申し込み先　北信地方事務所林務課 ☎ 0269-23-0216
■受付期限　各講座の５日前まで
■実施スケジュール
　講座 1　  9/27 ㊍，10/4 ㊍，12㊎　18:30 ～ 20:30 森林管理の基礎（座学）
　講座 2　10/20 ㊏　9:00 ～ 16:00　間伐の基礎（座学）
　講座 3　10/21 ㊐　9:00 ～ 16:00　伐採作業の基礎（実習）
　講座 4　10/27 ㊏　9:00 ～ 16:00　安全な伐採作業（実習）

　過去の大戦で、祖国や家族を守るため尊い命
をささげられた戦没者や、異郷の地で亡くなら
れた開拓殉難者の冥福を祈り、恒久平和を祈念
するため「飯山市戦没者・開拓殉難者追悼平和
式典」を開催します。
　参加者全員で献花を行う
とともに、広島平和祈念式
典に参列した中学生の作文
発表や小学生による合唱な
どを通じ、戦争で犠牲に
なった方を悼み、平和への誓いを新たにします。
　ご遺族はじめ一般市民の皆様のご参加をお待
ちしています。

　■日　時　10月 25日（木）　午後３時～
　■会　場　飯山市民会館

飯山市戦没者・開拓殉難者
追悼平和式典の開催について

保健福祉課 社会福祉係 ☎ 62-3111 内線 172



17 市報いいやま / 12.9 16

　

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
、
戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
に
学
ん
で
も
ら
い
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
伝
え
て
も
ら
う
た
め
、
８
月
５

日
、
６
日
の
２
日
間
、
城
南
・
城
北
の
各
中
学

校
か
ら
選
抜
し
た
10
名
が
「
広
島
平
和
学
習
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
は
、「
平
和
記
念
式
典（
広

島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
・
平
和
祈
念
式
）」

へ
の
参
列
を
通
じ
、
平
和
に
つ
い
て
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
感
想

文
を
一
部
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

広島平和学習の成果を足立市長へ報告後、記念撮影した参加者

　原爆投下から67年後の8月6日8時15分。
広島で「平和の祈り」黙とうをささげること
ができました。黙とうでは、前日に学習した
原爆のことを思い胸が苦しくなり、目を開け
たら自然と涙がたまっていました。
　平和記念資料館では、目をおおいたくな
るほどの写真や当時の物が展示されていまし
た。広島はすべてをさらけ出して、二度とこ
んな事が起きないようにと、世界に平和を訴
えかけているのだと思いました。
　資料館で一番心に残ったのは、「焦土に咲
いたカンナの花」です。焼け野原に凜と咲く
カンナの花は、残された人々に強く生きる勇
気と希望を与えた感動の花だと思いました。
　平和祈念式典では、小学6年生2人による、
「辛い出来事を同じように体験することはで
きないけれど、私たちは想像することによっ
て、共感することができます」という「平和
への誓い」の言葉が印象的でした。
　今でも苦しみ、辛い思いをしている人がた
くさんいます。私たちができることは、辛い
経験をした方たちの、平和への願いや希望を
受け止めて、平和の大切さを受けつなぐ事だ
と思いました。この平和学習を通して、戦争
の悲惨さや平和への願いを強く感じることが
できました。この経験をこれからのために役
立てていきたいと思います。

　平和学習に参加して、強く心に残ったこと
が２つあります。
　1つは、平和資料館です。原爆投下の実際
の写真や、がれき、溶けた物、遺品などが
ありました。その中に、核兵器反対を呼びか
ける抗議文がありました。壁一面をびっしり
埋め尽くす程です。その数、通算 599 通。1
枚 1枚とても心に響きました。そのほかにも
広島に投下されたリトルボーイの模型を見た
時、こんな物で全てが失われたんだと思うと
ゾッとし、同じ人間が作ったなんて恐ろしく
もあり、悲しくもあります。資料館で見て感
じてきたことは一生忘れません。
　2つ目は原爆死没者慰霊式・平和記念式典
です。平和について考えなくてはと気付かせ
てくれました。広島市長や遺族、子ども、被
爆者代表の方々のお話を聞いて、平和を求め
る気持ち、核兵器の恐ろしさが伝わってきま
した。8時 15分の黙とうは、「今まさに投下
の時にいるんだ」「一瞬で全てが消えた」「平
和になるには ･･･ 平和とは ･･･」そんな事を
考えました。
　亡くなられた方々、被爆され今でも苦しん
でいる方々の事を忘れてはならないと思いま
した。そして未来に伝えていくことが私たち
の使命だと心に感じました。

　平和記念式典は、平和を願う人、悲しむ
人、脱原発を訴える人々、たくさんの人々の
気持ちで作られているような式典でした。原
爆投下時刻の 8時 15 分、代表者２名が平和
の鐘を突き、参列者全員で黙とうをささげま
した。静かな時間が過ぎるなかで平和の鐘の
「ドーン」という音を聞くと、すごく怖い思
いでいっぱいになりました。続いて松井広島
市長の「平和宣言」、子ども代表２人による「平
和への誓い」では、平和のために実行しなけ
ればならないことなど全てを訴えていたと思
います。自分も深く考えなければと思いまし
た。式典は、被爆者や遺族の方と一緒の場で、
平和について考えられる良い機会でした。
　平和学習では他に、平和記念資料館を見学
しました。資料館には、広島の歴史、原爆被
害について、原子爆弾や核兵器の詳しい説明
など、戦争当時から現在までの様々な資料が
展示されていました。当時着ていた服や生活
に使われていた品々には、原爆の被害で傷つ
いた跡が生々しく残されていました。
　今回の平和学習では、当然である平和を維
持していくため、戦争を二度と繰り返しては
ならないという事を学び、生活していくうえ
で、とても大切な事を実体験することができ
ました。

　私は、平和学習が近づくにつれて、戦争の
悲惨さと向き合えるのか不安になっていまし
た。ですが実際に広島に行き、戦争・原爆に
ついて詳しく知ると、「来て良かった」「知る
ことができて良かった」と思えました。
　資料館では直視することをためらうような
写真や遺品などもありましたが、原爆の威力
を知り、より強く「戦争はあってはならない」
と思えました。
　平和記念式典では、想像を超える大勢の人
に驚き、テレビの中だった広島の式典に、自
分が参加したことは、一生心に残る出来事で
した。黙とうと小学6年生の平和への誓いは、
言葉がまっすぐに伝わってきて涙が出そうで
した。原爆が投下された時間に、たくさんの
人が平和を願い祈る中にいることができて、
胸にこみ上げるものがありました。式典には
外国の方もたくさんいて、世界にも平和を願
う人が多くいると実感でき、「戦争はしては
いけない」ということが世界に広まってほし
いと思いました。
　この2日間で戦争の悲惨さや原爆の被害の
大きさについて深く考え、これから自分たち
が平和な世界を創っていかなければならいな
いと実感することができました。貴重な体験
をありがとうございました。

　平和学習に行って感じたこと、思ったこと
を伝えたいと思います。
　1日目は、原爆についての資料館に行きま
した。そこには、焼け焦げた弁当や三輪車、
ガラスの刺さったままの壁などがありまし
た。当時の写真は、目を背けたくなるような
物もたくさんありました。それらの物が原爆
や戦争の怖さを物語っていました。
　他にも、被爆者の体験や後遺症についての
ビデオを見ました。特に後遺症は悲惨なもの
で、原爆で助かったとしても、決して安心し
て生きられる訳ではないと思い知らされまし
た。
　2日目は、平和記念式典に出席しました。
印象に残ったのは、小学 6年生の平和の誓
いです。「平和を創っていくのは僕たちです」
の言葉を聞いて僕は、資料館で見たことや平
和記念式典で聞いたこと全てを、身近な人に
伝えていこうと思いました。それが誓いの言
葉にあった「平和をつくること」の第一歩だ
と僕は思います。
　僕はこの２日間で体験したことを決して忘
れません。たった一発で町を破壊した原爆の
怖さや、その後遺症の恐ろしさを伝え、今あ
る平和をこれから僕たちが守り続けていきた
いと思います。

　1日目に資料館などの施設を見学して、勉
強した以上に戦争の悲惨さを強く感じまし
た。特に原子爆弾の威力が模型を使って表さ
れていて、あらためてその強さに驚きました。
　2日目には平和記念式典では、8月 6日に
あの場所にいることができたことは、とても
貴重な経験になり、多くの方々が戦争の悲し
みと闘っているんだなと思いました。黙とう
の間僕は「今、この瞬間に原子爆弾が投下さ
れたんだな ･･･」と思っていました。でも全
く想像はつきませんでした。僕たちは平和な
国、平和な時代に生まれ育っているので、こ
のような機会がないと平和について深く考え
ることはないと思いますが、このあたりまえ
の生活が、いかに幸せかということをあらた
めて実感しました。
　平和とは、戦争がないことだけではないと
思います。犯罪や「いじめ」などがあれば、
それはもう平和ではなく、世界の平和は、ま
ず一人ひとりの平和からだと思います。
　今回の平和学習で学んだことを、学校の仲
間や多くの人に伝えて、二度と戦争をしては
ならないという思いが、これから先いつまで
も引き継がれていかなくてはならないと思い
ます。最後に、このような機会を与えてくだ
さり、ありがとうございました。

　私が広島平和学習に参加し、感じ思ったこ
とは、戦争の残酷さです。平和資料館では、
体や皮膚が焼けただれていたり、泣きながら
家族を探す人がいたり、その残酷さが身にし
みてわかりました。また、原爆ドームの模型
を見てあらためて原爆の恐ろしさと威力を感
じました。
　平和記念式典では、小学生の子どもたちが
平和の誓いを宣言していました。私が小学生
の時は、戦争のことや原爆のことは理解でき
なかったと思います。
　また、いまだに原爆の後遺症で苦しむ人た
ちがたくさんいると知って、すごく胸の痛い
思いをしました。
　資料館に 8月 6日の 8時 15分で動きが止
まっている時計がありました。その時計が物
語っていることは、戦争や原爆でおきた悲劇
を、もう二度と起こさないということだと思
います。
　一発の原子爆弾で大勢の尊い命が奪われて
から 67年が経ちました。戦争の悲しみを私
自身が体験することはできないけれど、資料
などを見て知ることはできます。戦争を知ら
ない私たち世代が、戦争の恐ろしさや後遺症
に苦しんでいる人たちの思いを、多くの人に
伝え、次の世代へと語り継いでいくと強く思
いました。

　私が一番印象深かったのは資料館を訪れ
たことです。展示の中には、原爆投下直後の
人体の模型やケロイド状になった体、被爆し
た方々の爪などがあり、たった一発の原子爆
弾でこれだけの被害があることを強く訴えか
けていました。中には原爆投下時に座ってい
た人の影がそのまま壁に残っている展示があ
り、解説には「座っていたのは、うちの家族
です」という問い合わせが殺到したと書いて
ありました。家族の遺体が残っていないなか、
一人でも多くの家族を見つけたい。きっと私
でも同じように考えたと思います。
　平和記念式典での１分間の黙とうは、とて
も長く感じましが、その一瞬で全ての大切な
家族、友人、物を消し去ってしまったと考え
るだけで言葉にできなくなります。
　67 年前の 8月 6日午前 8時 15 分。広島
で多くの命が奪われたのと同じ日、同じ時間
に黙とうをささげられた事は、貴重な体験の
場をいただきました。
　原爆を体験した方々がご高齢になってい
るので、戦争の恐ろしさ、悲惨さを伝えてい
くのは私たちしかいません。二度とこんな悲
劇を繰り返さないようにしていくのが私たち
の役目であり、心の底から平和を願いそして
祈っています。

　広島に行ったことがある人は、絶対に何か
を思ったはずです。
　広島ではこんなことがありました。今から
67 年前の 8月 6日 8 時 15 分、一発の原子
爆弾が広島に投下されました。たった一発の
爆弾によって広島の街は爆風が駆け巡り、火
の海となりました。たくさんの人の尊い命が
一瞬のうちに奪われました。建物の下敷きに
なった人、大やけどを負った人、家族を探し
叫び続ける人。今でもその後遺症に苦しむ人
がたくさんいます。
　戦争によって奪われた一つひとつの命の重
み。残された人たちの生きようとする強い気
持ち。この原子爆弾の怖さを皆さんに伝えて
おきたいという思いを心に強く抱きました。
　辛い出来事を同じように体験することはで
きないけれど、僕たちは想像することによっ
て共感することができます。悲しい過去を変
えることはできないけれど、僕たちは未来を
創るための夢と希望を持つことができます。
平和は僕たちで創るものです。身近なところ
にできることがあります。違いを認め合い、
相手の立場になって考えることも「平和」で
す。思いを伝え合い力を合わせ支え合うこ
とも「平和」です。僕たちは平和をつくり続
けます。皆さんも共に平和をつくっていきま
しょう。

城北中学校　小 林 凱 人

城北中学校　岡 本 千 優

城南中学校　岸 田 夕 依 城南中学校　小野沢 樹 生

城南中学校　弓 削 眞 子

城南中学校　錦 織 稀 女

城南中学校　小 澤　央

城北中学校　金 井 菜 央

城北中学校　酒 井 ほのか城北中学校　三ツ井 大 志

　平和学習は、平和記念式に参加するのが全体の目的でしたが、僕はも
う1つ目的を持っていました。それは広島に行ったら誰でもいいから外
国人にインタビューしてみることでした。
　平和記念式典に参加後、すごく緊張したけれど先生に通訳を手伝って
もらいドイツの人に話しかけてみました。「この戦争について、どう思い
ますか」の問いにドイツの方は、「ドイツは核兵器を使わなかったものの、
軍事力で多くの罪無き人々を殺したのは事実なので、その質問に答える
のは難しいです。私たちは何度もここに訪れることで、この事実を伝承
していかなければならない。お互いに意見交換することは大切だと思っ
ている」と答えてくれました。このインタビューで、外国人の方もこの
戦争を悔やみ反省し、核廃絶を願っていることがわかりました。
　今の科学では、一度作った核兵器は処分することができません。しか
し全ての国が核廃絶を目指し、知恵を合わせれば必ず道は見えてくるは
ずです。人間は微力だけれど無力ではありません。私たちは知恵を持っ
ています。この知恵を出し合って「核の無い世の中」を目指したいです。

広
島
平
和
学
習
に
10
名
の
中
学
生
が
参
加

戦
争
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
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国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

が
始
ま
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制

度
と
は
、「
年
金
確
保
支
援
法
」

に
よ
っ
て
、
２
年
を
経
過
し
て
納

付
で
き
な
く
な
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
で
き
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
保
険
料
の
後
納
制
度
に
よ

っ
て
納
付
で
き
る
保
険
料
は
、
過

去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
が
あ

る
国
民
年
金
の
保
険
料
で
す
。
国

民
年
金
保
険
料
は
、
２
年
前
ま
で

し
か
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
後
納
制
度
に

よ
っ
て
、
こ
の
２
年
を
超
え
10
年

前
ま
で
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を

納
付
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
後
納
は
、
平
成
24

年
10
月
か
ら
平
成
27
年
９
月
ま
で

の
３
年
間
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
方

　

保
険
料
の
後
納
制
度
を
利
用

で
き
る
方
は
、
次
の
よ
う
な
方
た

ち
で
す
。

○
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の

期
間
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方
。

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の

期
間
や
未
加
入
期
間
、
さ
ら
に
は

任
意
加
入
期
間
中
に
納
め
忘
れ
の

期
間
が
あ
る
方
。

○
65
歳
以
上
の
方
で
、
年
金
の
受

給
資
格
が
な
く
、
任
意
加
入
を
し

て
い
る
方
な
ど
。

　
な
お
、
こ
の
後
納
制
度
は
、
現

在
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

後
納
保
険
料
の
額

　
後
納
制
度
に
よ
っ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
保
険
料
（
後
納
保
険

料
）
の
額
は
、
納
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
当
時
の
保
険
料
額

に
一
定
額
が
加
算
さ
れ
た
額
と
な

り
ま
す
。（
詳
し
く
は
年
金
事
務

所
ま
で
）

後
納
で
き
る
保
険
料
の
順
序
等

　
後
納
で
き
る
保
険
料
に
は
順
序

が
あ
り
、
過
去
10
年
ま
で
の
保
険

料
の
う
ち
最
も
古
い
分
の
保
険
料

か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
部
免
除
期
間
の
う
ち

免
除
さ
れ
な
い
部
分
が
未
納
と
な

っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
も
、
こ

の
保
険
料
の
後
納
が
で
き
ま
す
。

後
納
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

○
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

○
長
野
北
年
金
事
務
所

　
０
２
６-

２
４
４-

４
１
０
０

長
野
北
年
金
事
務
所
の

出
張
年
金
相
談

相
談
日 

９
月
27
日
㈭
・
10
月
25

日
㈭

時　
間　
午
前
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

場　
所　
飯
山
商
工
会
議
所

かわら版かわら版かわら版みゆき野
広域情報

こ
く
み
ん

年　
　
金
シリーズ
365

いいやま

　「金崎さんとのお米」生産者の金崎隆さん（太田・小境）
が作った「キヌヒカリ」を使用し、角口酒造店杜氏の村松
裕也さん（太田・今井）が丹精こめて酒を造り、ラベルには、
阿部製紙の阿部拓也さん（伝統工芸士、瑞穂・関沢）の漉
いた内山紙、ラベルの文字は飯山高校の生徒が書いた、飯
山の物と人、品質と技が結集した 100 パーセント飯山産の
純米酒「いいやまの酒」発表会が、8月 28 日、角口酒造店
で開催されました。
　発表会では、３人の若
き職人から「いいやまの
酒」に込めた思いが述べ
られ、新幹線開業に向け
た土産物販売への意気込
みも聞かれました。
　いいやまの酒は、1升
3,000 円、720㍉㍑ 1,500 円で、それぞれ 500 本限定販売で、
ポスターの掲示してある市内の販売店で購入できます。皆
さんも飯山を愛する若き職人が作り上げた「いいやまの酒」
をお試しください。

　「金崎さんとのお米」生産者の金崎隆さん（太田・小境）

飯山の米と水、そして内山紙。飯山高校も協力
 「いいやまの酒」角口酒造店で発表

8 月 28日　角口酒造店（太田地区）

北信州 木島平　秋の観光情報
　収穫の秋と馬曲温泉開湯 30 周年！

　実りの秋、９月から 10月にかけて、特産の木島平米・名水火口そばの収穫体
験や収穫祭が開催されます。また、やまびこの丘公園では、秋を彩る「ダリアま
つり」が開催されます。260種約２万本が咲き誇るダリア園へもお出かけください。
▼ 9/23 ㊐そば花まつり　▼ 9/30 ㊐稲刈体験　▼ 9/15 ㊏～ 23㊐ダリアまつり
第 1弾　▼ 10/6 ㊏～ 8㊊ダリアまつり第 2弾　▼ 10/27 ㊏・28㊐馬曲温泉ま
つり（開湯 30周年記念）▼ 10/28 ㊐新米まつり・にこにこファーム感謝祭
【問い合わせ】木島平村観光協会　電話 0269-82-2800

木 島
平 村

小山オサム氏
　絵画「奥信濃の春」を野沢温泉村へ寄贈
　8月 1日、野沢温泉村に親戚をお持ちで関係の深い、画家の小山オサム氏か
ら、120号の大作となる絵画「奥信濃の春」を寄贈していただきました。
　画伯は、これまで当村の「おぼろ月夜の館」にて数々の個展を開き、また今
年４月には画業 50周年を記念した「小山オサム大作展」を開催したことから、
当村への感謝の気持ちを込めての寄贈となりました。
この大作は、現在村長室に展示されています。

森宮野原駅前に
　写真と絵手紙の大きなパネルが完成

　森宮野原駅前の一画に大きな村内の風景写真と絵手紙 40点が飾られ、関心を
集めています。これは商工会、駅前商工振興会、村が商店街の活性化を目的に作
成したもので、震災により被害を受け、解体を余儀なくされた住宅や店舗の跡地、
３箇所に設置されています。写真は『フォトくにさかえ』の皆さんが撮影したも
ので、四季折々の村内の風景や行事の様子を中心に 20点が、絵手紙は村民の方が、
全国からの支援に感謝の気持ちを描いたもの 20点が飾られています。
　お近くにお越しの際は、ぜひご覧ください。

 栄
　  村

野　沢
温泉村

　防災の日である 9月 1日、平成 24 年度飯山市総合防災
訓練が瑞穂地区東小学校グラウンドおよび周辺地域で行わ
れ、瑞穂地区住民をはじめ11団体約440名が参加しました。
　「午前 6時 50 分頃県北部で震度 6強の地震が発生」の想
定で行われた訓練では、防災無線による緊急地震速報で始
まり、火災や倒壊家屋への対応、緊急車両の通行を確保す
る非常線設置訓練、
避難所への避難訓
練、緊急物資輸送
訓練、救護訓練、
炊き出しなど想定
される各種訓練が
行われました。
　昨年の長野県北
部地震以来、北信
地方でも地震が頻発しています。このような訓練に参加す
ることで防災の知識を身につけ、災害発生時へ対応するた
め日頃の備えが重要です。家族はもちろん地域や職場でも
考えてみてはいかがでしょう。

飯山市の防災体制を再確認
 飯山市総合防災訓練東小学校で実施

９月 1日　東小学校周辺（瑞穂地区）

通信月刊

自
然
か
ら
学
ぶ
楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
へ

ノ
ー
ベ
ル
賞
科
学
者
白
川
英
樹
先
生
飯
山
で
講
演

　
「
私
の
小
学
生
時
代
は
、
学

校
か
ら
帰
る
と
カ
バ
ン
を
家
に

置
い
て
、
す
ぐ
に
外
へ
遊
び
に

行
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
で
、
自

然
の
な
か
で
昆
虫
を
採
集
す
る

の
が
大
好
き
で
し
た
。
小
・
中

学
校
、
高
校
・
大
学
を
通
じ
て

そ
れ
ほ
ど
優
秀
な
生
徒
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
活
字
を

読
む
の
は
大
好
き
で
し
た
」
と

子
ど
も
達
に
や
さ
し
く
語
り
か

け
る
の
は
、２
０
０
０
年
に
ノ
ー

ベ
ル
科
学
賞
を
受
賞
し
た
白
川

英
樹
先
生
。

　

９
月
８
日
、
飯
山
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
た
白
川
先
生

の
講
演
会
に
は
、
市
内
外
か
ら

４
０
０
名
以
上
が
訪
れ
、
小
中

学
生
や
高
校
生
の
姿
も
た
く
さ

ん
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演

会
は
、
服
部
公
民
館
長
の
要
望

に
応
え
、
飯
山
市
出
身
の
北
澤
宏

一
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

の
仲
介
で
実
現
し
た
も
の
で
、
当

日
は
白
川
先
生
の
大
学
の
後
輩
に

あ
た
る
足
立
市
長
が
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
、
北
澤
先
生
も
講
演
に
花

を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
白
川
先
生
は
、
少

年
時
代
か
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
経
緯
を
小
学

生
に
も
理
解
で
き
る
や
さ
し
い
言

葉
で
語
ら
れ
、「
教
科
書
に
載
っ

て
い
る
の
は
、
完
全
に
解
明
さ
れ

た
事
実
だ
け
で
、
自
然
界
に
は
不

思
議
な
こ
と
、
解
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
自
然

の
な
か
で
、
実
物
を
見
て
事
実
を

知
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
次
の
疑
問

を
追
及
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、

学
校
で
教
え
ら
れ
る
勉
強
で
は
な

く
、
自
分
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
」
と
さ
れ
、
自
ら
興
味
を

持
っ
て
学
び
、
疑
問
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
後
に
は
白
川

先
生
へ
の
質
問
の
時
間
が
設

け
ら
れ
、
小
中
学
生
や
高
校

生
か
ら
多
く
の
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。「
白
川
先
生
の
こ

れ
か
ら
の
夢
は
」の
質
問
に
は
、

「
多
く
の
人
に
自
分
で
善
悪
を

判
断
で
き
る
よ
う
、
科
学
や
技

術
を
知
っ
て
ほ
し
い
し
、
子
ど

も
達
に
は
実
験
す
る
楽
し
み
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、「
発

明
の
特
許
な
ど
で
収
入
は
」
の

質
問
に
は
、「
個
人
的
な
収
入

は
ゼ
ロ
。
日
本
の
特
許
で
数
千

円
、
ア
メ
リ
カ
の
特
許
で
も
数

百
ド
ル
程
度
で
す
。
個
人
的
に

は
金
儲
け
に
興
味
は
な
い
が
、

努
力
し
て
発
明
し
た
人
が
金
銭

的
に
困
る
の
も
問
題
だ
と
の
考

え
方
も
あ
り
ま
す
」
と
各
質

問
に
親
切
か
つ
適
切
な
回
答
と

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
後
市
民
会
館
前
で
は
、

気
さ
く
に
写
真
撮
影
に
応
じ
る

白
川
先

生
の
周
り

に
、
多
く

の
子
ど
も

た
ち
が
集

ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　

今
回

世
界
的
な
科
学
者
の
講
演
を

地
元
で
開
催
で
き
た
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
将
来
を

考
え
る
う
え
で
、
大
き
な
刺
激

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。


